
 

 

 

 

   

２ 
February 

2024 

そうぞうながと 
発行｜長門市中央公民館運営協議会 広報担当 

TEL ｜0837-23-1181  FAX｜0837-22-3648 

E-mail ｜ chuo.kominkan@city.nagato.lg.jp 

中央公民館広報紙 

No.198 

中央公民館だより 

 

ふるさと長門の未来を託す若者たち 
人生節目の年、新たなスタートを！ 
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１
月
21
日
（
日
）
、
当
館
に
て
市
内
各
学
校
の
家
庭

教
育
学
級
合
同
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

研
修
会
は
長
門
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
・
文
化
財

課
が
所
管
す
る
研
修
会
で
、
各
家
庭
教
育
学
級
間
の

連
携
を
深
め
、
学
習
機
会
を
広
げ
る
た
め
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
日
は
、
市
内
各
地
か
ら
学
級
生
、
教
職
員
、
公

民
館
関
係
者
な
ど
約
70
名
が
集
い
ま
し
た
。
各
学
級

か
ら
の
意
見
や
企
画
案
を
も
と
に
、
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
い
つ
ま
で
も
若
く
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」と
い
う
こ
と
で
企
画
さ
れ
ま
し
た
。 

 

長
門
市
家
庭
教
育
学
級
合
同
研
修
会
開
催 
 

 
希
望
を
胸
に
！ 

長
門
市
二
十
歳
の
つ
ど
い 

第
２
部
は
「
自
分
磨
き
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
７

つ
の
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
多
く
の
ブ
ー
ス
を
回
る
こ
と
で
、
楽
し
く
学
び
な
が
ら

交
流
が
深
ま
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。 

1
月
3
日(

水)

、
ル
ネ
ッ

サ
な
が
と
で
「
長
門
市
二
十
歳

の
つ
ど
い
」が
開
催
さ
れ
、
艶
や 

 

第
１
部
は
「
地
元
産
の
食

材
を
使
い
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
時
短
メ
ニ
ュ
ー
」
と
い

う
演
題
で
管
理
栄
養
士
の

流
田
春
菜
さ
ん
に
よ
る
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
講師の流田春菜さん 

いつまでも若くキラキラ輝くためのワークショップ 

キャリア教育 NPO法人つなぐ 消費生活相談（子ども相談事例） 

ネイル体験 

ヘアアレンジ体験 

食育・減塩・ベジライフ 保健チェック 

か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
姿
で
式
典
に
237
人
、
73
％
の
皆

さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
深
川
地
区
か
ら
は
92
人
の

出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
「
二
十
歳
の
声
」
で
は
深
川
湯
本

地
区
の
河
田
怜
二
さ
ん
が
代
表
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
翻
弄
さ
れ
た
高
校
生
活
を
振
り
返
り
、
「
制

限
さ
れ
る
生
活
の
中
で
何
が
で
き
る
の
か
、
何
を
楽
し

ん
で
い
く
の
か
自
ら
で
考
え
、
見
つ
け
る
力
が
つ
い
た
。

様
々
な
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、
希

望
を
抱
き
、
仲
間
を
大
切
に
し
、
学
ん
だ
強
さ
や
結
束 

代表挨拶の河田怜二さん 「みんな、久しぶりだね！」 

力
を
活
か
し
、
よ
り
成
長
し

て
い
き
た
い
」
と
決
意
表
明
を

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
後
に
は

再
会
を
喜
ん
だ
り
、
記
念
写

真
を
撮
り
合
う
姿
が
見
ら

れ
、
終
始
華
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 



 

 

 

  

 

１
月
12
日
（
金
）
、

向
陽
小
学
校
恒
例
の

『
ど
ん
ど
焼
き
』
が
消

防
団
が
見
守
る
中
行

わ
れ
ま
し
た
。
「
字
が

う
ま
く
な
り
ま
す
よ

う
に
」
「
健
康
で
い
ら

れ
ま
す
よ
う
に
」
な

ど
の
願
い
を
込
め
て
、

炎
は
勢
い
よ
く
上
が

り
ま
し
た
。 

 
 
 

 

わ
く
わ
く
土
曜
塾 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

た
き
火
・焼
き
芋
体
験 

1
月
13
日
（土
）、
油
谷
青
少
年
自
然
の
家
の
協
力

の
下
、
た
き
火
・焼
き
芋
体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

 

焼
き
芋
に
使
用
し
た
さ
つ
ま
い
も
は
、
JA
か
ら
苗
を

提
供
し
て
も
ら
い
、
深
川
中
学
校
の
畑
を
借
り
て
、
５

月
の
活
動
で
苗
植
え
を
し
て
、
10
月
の
活
動
で
収
穫
し

た
も
の
で
す
。
た
き
火
で
焼
い
た
さ
つ
ま
い
も
は
、
中
ま

で
し
っ
か
り
と
火
が
通
り
、
「
美
味
し
い
！
」
「
甘
い
！
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
さ
つ
ま
い
も
の
他

に
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
も
軽
く
火
で
あ
ぶ
っ
て
食
べ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等
、
油
谷
青
少
年
自
然
の

家
の
職
員
の
方
が
集
め
た
り
手
作
り
し
た
り
し
た
火
付

け
の
道
具
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
木
の

棒
を
削
っ
た
フ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
タ
ー

タ
ー
を
使
っ
て
火
付
け
を
試
み
た
も
の
の
、
な
か
な
か

火
が
付
か
ず
、
そ
の
難
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。 

 

普
段
の
生
活
で
火
を
扱
う
機
会
が
な
か
な
か
無
い
子

ど
も
た
ち
の
中
に
は
、
マ
ッ
チ
を
初
め
て
知
っ
た
子
、
空

に
昇
っ
て
い
く
煙
や
灰
の
様
子
を
珍
し
そ
う
に
見
る
子

も
い
て
、
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

 
“無
病
息
災
”ど
ん
ど
焼
き
に
願
い
を
込
め
て 

 
  

「家
庭
の
日
」フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
＆ 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

こ
こ
ろ
を
届
け
る
絵
手
紙
展 

 
 

青
少
年
育
成
市
民
会
議

主
催
「
第

16
回
『
家
庭
の

日
』
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

て
、
深
川
小
学
校
の
児
童

の
作
品
が
優
秀
賞
、
入
賞

に
選
ば
れ
、
12
月
に
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
受

賞
作
品
は
、
３
月
発
行
予

定
の
「
長
門
市
青
少
年
育

成
市
民
会
議
だ
よ
り
」
に

掲
載
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
２

月

17
日
（
土
）
か
ら
公
民

館
１
階
ロ
ビ
ー
で
行
う
、
青

少
年
育
成
市
民
会
議
深
川

支
部
主
催
「
こ
こ
ろ
を
届
け

る
絵
手
紙
展
」
で
も
紹
介

す
る
予
定
で
す
。 

「
こ
こ
ろ
を
届
け
る
絵
手

紙
展
」
で
は
、
深
川
幼
稚
園

と
み
の
り
保
育
園
の
年
長

園
児
に
よ
る
絵
手
紙
を
展

示
予
定
で
す
。
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
心
温
ま
る
絵
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

優
秀
賞
・増
山
の
ど
か 

「み
ん
な
で
タ
ネ
と
ば
し

き
ょ
う
そ
う
」 

入
賞
・坂
田
陽
菜
乃 

「大
き
く
な
れ
よ
！
」 

 

 

①さつまいもを水洗い。 

②水で濡らした新聞紙

とアルミホイルで包む。 

 

③1時間程じっくり焼く。 

焼き芋の作り方 

「こころを届ける絵手紙展」 ※昨年の作品 

ファイヤースターター

をこすると火花が！ 



 

  

   

歌をうたったり、ダンスを踊ることが大

好きです。お兄ちゃんの真似をして沢山

のことを吸収しています。ニコニコ笑顔

がチャームポイントです💛 

深川地区の人口 

世帯数 

男 性 

女 性 

 計 

（R6年 1月 1日現在） 

5,922 

5,595 

6,454 

12,049 

（-17） 

（-6） 

（-19） 

（-25） 

中央公民館 2 月の行事予定 編
集
後
記 

▼
昨
年
末
は
三
家
族
が
コ
ロ

ナ
後
初
め
て
勢
揃
い
し
賑
や

か
な
正
月
を
迎
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
元
日
に

衝
撃
の
一
報
が
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震

で
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
、

そ
の
映
像
を
目
に
す
る
た
び

に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
祈

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
に
で

き
る
復
興
支
援
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
（敬
） 

 大
寒
や
変
は
ら
ぬ
今
朝
の
厨
ご
と 

 
 

山
下 

映
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 紅
引
い
て
幾
年
生
き
て
初
句
会 

 
 

 

佐
貫 

勝
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 藁
苞
の
女
人
憐
れ
や
寒
牡
丹 

 
 

 
 

中
原 

清 

今
月
の
う
た 

 

 

皆
さ
ん
は
ふ
だ
ん
鏡
を
ど
れ
く
ら
い
見
ま
す
か
。
身
だ
し
な
み
の
確
認
や
車

の
運
転
な
ど
、
日
常
生
活
で
鏡
を
見
る
機
会
は
多
く
あ
り
ま
す
。
現
在
、
目
に

す
る
多
く
の
鏡
は
ガ
ラ
ス
製
で
す
が
、
日
本
で
は
弥
生
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま

で
主
に
金
属
板
を
磨
い
た
金
属
鏡
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
紹
介
す
る
御

所
原
大
神
宮
所
蔵
の
銅
鏡
も
金
属
鏡
で
す
。 

 

銅
鏡
の
由
来
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
後
期
の
『
防
長
風
土
注
進
案
』
に
よ
る

と
、
寛
文
年
中
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
に
長
州
藩
二
代
藩
主
毛
利
綱
広
が

鷹
狩
り
に
訪
れ
た
際
、
神
社
付
近
で
銅
鏡
一
枚
を
発
見
し
奉
納
し
た
と
記
述
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

鏡
の
円
の
内
側
に
は
二
羽
の
鳥
（
雀
）、
藤
花
と
紅
葉
の
意
匠
、
円
の
外
側

に
は
内
側
か
ら
の
藤
花
の
先
端
部
と
蝶
の
意
匠
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
銅
鏡

は
藤
花
房
双
鳥
鏡
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
鏡
の
文
様
で
花
鳥
の
意
匠
が
主
役
と 

山
茶
花
ク
ラ
ブ 

長
門
短
歌
会 

 

お
正
月
三
が
日
か
ら
「
お
め
で
と
う
」 

消
し
ゆ
く
ニ
ュ
ー
ス
青
空
悲
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
田 

由
美 

 

量
販
店
物
に
溢
れ
て
息
苦
し
い 

も
っ
た
い
な
い
で
育
ち
し
我
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山
下 

映
子 

 

松
過
ぎ
て
軒
の
輪
飾
り
外
し
た
り 

 
 

 
 

 
 

妻
の
受
け
取
る
ど
ん
ど
焼
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鹿
嶋 

誠 

子どもクラブ 

キッズエクササイズ(３B体操) 

スマホ教室 

わくわく土曜塾「狂言教室」 

深川友愛学級 

親子でリトミック 

 

3(土) 

3・17（土） 

9(金)・21(水) 

10（土） 

13（土） 

14・28（水） 

わ
が
家
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン 

～ 

宝 

子 

編 

～ 

新
・伝
え
た
い
「ふ
る
さ
と
深
川
」  

～
御
所
原
大
神
宮
の
銅
鏡
～ 

中谷
なかたに

 燈
と う

弥
や

さん (1歳７か月) 

銅鏡 

な
る
の
は
平
安
時
代
後
期
か
ら
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
銅
鏡
の
制
作
年
代
は
平

安
時
代
後
期
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
銅
鏡
は
、
平
成
二
二
年
八
月
二

四
日
に
長
門
市
指
定
有
形
文
化
財
（
工

芸
品
）
と
な
っ
て
い
ま
す
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